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慢性肝疾患における非侵襲的な肝線維化および予後予測バイオマーカーの開
発は、重要な課題である。我々は、MASLDおよびHCV感染患者の肝組織から得
られた遺伝子発現データを基に、特に分泌蛋白に焦点を当てた解析を実施し、
新たな血清バイオマーカーの可能性を探求している。
今回、トロンボスポンジン2（TSP2, THBS2遺伝子）が高度肝線維化を伴う

肝臓で最も顕著に上昇する分泌蛋白の一つであり、肝星細胞で高発現すること
を確認した。また、TSP2の発現はTGF-β経路およびコラーゲン関連遺伝子の活
性化と強く関連し、TSP2高値例ではMASLD、HCV感染患者、HBV感染患者に
おいて肝関連イベント（肝不全、静脈瘤、肝癌）のリスクが増加することが示
された。これにより、血清TSP2は肝線維化の非侵襲的予測マーカーとして有望
であり、さらに抗線維化療法の潜在的ターゲットとなる可能性が示唆された。
本セミナーでは、TSP2に代表される慢性肝疾患における潜在的バイオマー

カーについての知見を共有する。
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トロンボスポンジン2:慢性肝疾患における肝線維化と
予後予測の新規バイオマーカー
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